
40 日　 本　家　 政　 学　会　 第　23　 回　総　会 〔食 物 学 〕

A －78　2 ん に4・ K の調男､軒 参 的釧 丸　-  心ヽ昌?     ( 体 力 惟)  ･･ あヽ よIT  ? 影 響－

京 決女 大 衣 政　O  細fB  加丿　 安 鍬 伊 ㈹丿

回的　 こん(; やく の食品 としT の外fi. 心　 体 力性 、;冨 むヽ独'i＼ の食有 にゐ 心い ヽ乙 弓

。　 々 こ て九 んけ やく の坪 力ft    ( 以 下めrべ に →)     に影 濯 す 唇と考X.   られ3    同 ｝ の

う 礼　 参 矢験 でて 恢迄 峠r-  お･'1  i 原刻 れ合比i:  、綱 爆 時 に おツ う 加 熱条 什 の和 逮,     各

妹 調啄 粁 斧加 のnヽT-~  ご へ の影 響卜 っ いT  樟 討i  に、

方式　 こ ん にゃ<  非 粉| け まレ.     so.    抑.     釦極 量<n  水量 £加 え、 各 々 に水敢 化 力、レレ

ツ へk    I   '/. カバzo  '/. まz" 増重 和ｶﾛL てこん(;  やくk 調 製I.  厭 痕 試験 器（ 支 川珊 蜃所

恥 ） にJこト り々 べk' 刺史 しr--.  加 烈条 叶it  ゆZ" 時 間/0 、3.0、 μ 、μ 。 佃^ 、　ゆf 水量

ユイ凱　 り 飢　 ぽ筰 量 し^  ,　それ? ■`れj に とﾘﾌI'  上 ∩々30  分侈、のこ んし･ ぐ のかfミ あ`

よ び方量 娶にi  み 乱　 あ わ ゼT 水 中 へ の包 り移対 ぜ'/£I キレ ート庸 庭 俵卜 よ卜 を量 レ

、Ca.  しわり こJ と の肉 遠 江 £調 べ’卜 。 更I: 食塩 、舒 糖、 食 酢、 昧 噌,      落油 の各 調味 旋 十

t' 策支,       加琉 時 間 をnヽえ 乙危亀I  tこ賜合 に つ いてもよit 同暦ri 測 定I  行 与 っ限。

鉢 眼. り　 水量、 脳 隻 ども わ､すべ へ。郵 優 は大 とし　 水蚤 の増 加 に伴 べV叶 ごa  弑

フ レ　Cn-Co裕 の多量 希卸 もりづこ: £流T   こ こi  .   LZ)　巾Z"  i と こ んド や< のAヽたり^

増 加 する八　 ゆr  斟刈 ぼ 介 ヵヽ ら30 今 の閣 に ほ いヽ荼友 とな･), 以 俊 の女 化 I* 雅 啼r  あ-5

・ とリ 加M'-.r-よ りこ ん にゃく の方 量 心

関 の長 い程 いちI ヽ呑しI. -hi'　巾 ご･水量 によ う影響 ぱわ す･ ft' r  ゐう. 俯） 食 酢 ＼t Vヽ Tリ

i i八下i   せ い へ　そり 色・us 味粁 ぽ、 調理 。実 順紅 ）司鬼 痩 い い ヽrづ へ の郵響1*  も報

的 ケ与 し

A-79 野草料眼に関-t る舞 妬( 萍I 報)' ・ロ県/べ孫わう葉 わ?  び粁理ａフしに

神戸学脇ぺ床養　£戸夕方　o 岸素律 チ　季W'^ チ

s 的　申回地力 叫了　蓄殉看にレ1　i:  に　そのネ吠が賞味2" れ7  いゐ莱わ5 r^"と

呼ばれろ野生わ^ ぴて現 糾丿栽培 も行tJわれわ）が存紅-^ ね， i:  ころ他　低殉浅K  t

ろ除に　早くならTj ヵヽ ，か')　鳳味を可I ねたソi マ　欠敗1 ろ幸游高 べ　片の蛎理

勾 ｺﾞ　剔了剱孫灯て≒ある。町こで 葉わこ!びの低徊漬の調理沃を確立t  ゐ7< めに 調

理軒学的按討き郊x.隔-^u わら　辛床戌ふμ μ 妬心ｽぬ゙吟yiXぺ走Z"'あろことを;5f;*＼

めぷi: じ加べ　勝果瓦んによ9　 午休を全(," ゐこヒを確 ヵヽめ　^ 適 川-A 及 並びに
μ料 の復存絃μど石渡 絆しt<。i h  Iく　莉粁の一般 前冷　ぺ ふのi=: f i ン奎量をも
刑吏したので併也て察壹丿 乱

さ塙 君暫 ば　ムロ果にて申販の粟めてひ･'を用い　これを牝頑^^　 粉末/べし丿
早味戊分 の測更に便 用した。車味収分の良暑は　長島らの謔浪,くよタ　年味戎ふ 。確

鰯ば　ガスフ0 てトダラアづーにて行 ，/■<， 一般前分け市萍 によっ隔 ビ9  七

う 才プローA  剪熟眠　ビ9  I ン恥山レミフラビy 剪も茲　ビ タミye はインド アi ノ
- ;レ応色砥1<よ-7    μ.

ま 呆 時痢によろ字眠紀収り生収量ぼ ゐ・C　乙f 時旧で扇 却べ乏 し久I  た　年

吠を生びろS:亀 削 μs-､5･付it- 量透濯足に 夕・c であ，沁 むに　ガスクロマトア

ラフ-f -1 くよ７ で　葉h 之び0 集味収脊は　吸in-z IK  お 斑らレと同ひ'く　　 ’－
x心四・aた が大釘分であること岩確蜷a μΓく･ 、この厚理 に差づい了　－#|^

りな;
をjごｸじ呼　 が大鱒脊 であゐ こと岩確蜷2 μr<. この厚理 に差づいT       －


